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研究成果の概要（和文）：本研究では、スポーツ審判員のストレス要因（ストレッサー）の内容を具体化し、ス
トレス反応との関連を検討した。さらに、審判員がストレス反応を軽減するために行っているストレス対処法を
明らかにすることも目的とした。その結果、審判員のストレッサーとして、「他者からの期待・プレッシャー」
や「選手やコーチからの抗議」などが抽出され、それらがメンタルヘルスにネガティブな影響を及ぼしているこ
とが明らかにされた。また、テニス審判においては問題中心型コーピングよりも、情動焦点型コーピングを活用
しながら適切にストレスを対処していることが示された。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to determine the stressors of sports referees and examine 
the relationship between these factors and the stress response. In addition, it aimed to determine 
the stress coping mechanisms that referees adopt in order to reduce their stress response. The 
results showed that factors such as “expectations or pressure from others” and “objections from 
players and coaches” were stressors for referees, and that these factors had a negative impact on 
their mental health. They also showed that tennis referees deal with stress appropriately, using a 
more emotion-focused coping mechanism rather than a problem-centered one.

研究分野：スポーツ心理学

キーワード： 審判員　ストレッサー　ストレス対処　コーピング

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
審判員におけるストレスの実態やその対処法略を検討した研究は我が国ではほとんどみられず、その結果として
のストレス尺度の開発、またストレス反応への影響についても明らかにしたことは、学術的意義として高いもの
である。さらには、本研究から提示された報告は審判員におけるメンタルトレーニング研究を発展させ、ひいて
は育成に貢献できることを考えると、社会的意義も十分あると思われる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 近年、オリンピックや国際大会では誤審や判定が覆るなど、審判に関する問題が数多く取り
上げられている。審判員の役割は試合において実際に生起する様々な事象をルールに基づいて
コントロールすることであり、うまくやって当然、少しのミスも許されないため（小川、2001）、
常にストレスフルな状況に置かれている。そのため国際審判員においてもストレスマネジメン
トの必要性が指摘されている（日本サッカー協会、2002）。例えば、Fry & Soften（1992）の研
究では、サッカー及びバレーボールの審判員の 20％が、自分自身あるいは家族への過度な批判
を経験したことから、審判活動を辞めたことを明らかにしている。また、バスケットボール国
際審判員の 45％が、ストレスのために頭痛や筋痙攣、血圧上昇などの兆候がみられたとする報
告（Anshel & Weinberg, 1995）もある。このようなストレス反応の多くは正しい判定を行う上で
マイナスに作用すると考えられるが、審判員のストレス対策に着目した研究は我が国ではこれ
まで行われてこなかった。とりわけトップレフェリーともなればオリンピックやワールドカッ
プなど世界中から注目される大会で審判をしなければならない。そのようなプレッシャーのか
かった状況の中で審判員はストレス問題を予防し、解決する必要がある。 

 現在までのストレス研究においては、Lazarus & Fokman（1984）が提唱したトランスアクシ
ョナルモデルが多く援用されてきた。トランスアクショナルモデルはストレス過程を説明する
モデルであり、ストレスの原因（ストレッサー）、ストレッサーに対する個人の意味づけ（認知
的評価）、ストレス対処（コーピング）、ストレス反応という一連のプロセスを示している。ス
ポーツ場面においても、この理論は認知的・身体的不安の軽減や競技成績の向上を目指す認知
的操作とその過程を検討するための理論的枠組みとして用いられている。つまり、審判員のス
トレス状況の解釈や実践教育につなげるためには、ストレス過程をモデル化すること、ならび
に審判行動との関連性を調べることが鍵となる。 

 また、ストレスならびにストレス反応は、ストレス過程の解釈を試み、ストレスマネジメン
トなどの対処的・予防的介入方法を探る上での基本的な指標であるといえる。しかしながら、
スポーツ場面におけるストレス研究は審判員を想定して提言されたものではなく、審判員特有
のストレッサーならびにストレス反応を適切に評価するには限界があり、日常・審判場面に関
連するストレス過程を体系的に理解することには不安が残る。したがって、審判員のストレッ
サーおよびストレス反応を明らかにすることによって、審判員の心理サポートの発展に有益で
はないかと感じたことが本研究の背景にある。 

 

２．研究の目的 

 本研究では，審判活動に影響を及ぼす要因として審判員の心理的ストレスに注目し、審判員
のストレスの実態とその効果的対処を理論的・実践的に検討することを通して、スポーツ審判
員を対象としたストレスマネジメントプログラムを考案することを目的とした。この目的を達
成するために、以下の具体的な研究を遂行した。 

１）面接調査、質問紙調査を実施することにより、審判員のストレッサーの実態を明らかにす
る。 

２）審判員の心理的ストレスを測定する評価尺度を開発する。 

３）審判員の心理的ストレスとストレス反応との関連性を検討する。 

４）審判員のストレスマネジメントプログラムを考案する。 

 

３．研究の方法 

１）テニス国際審判員を対象としたストレッサーおよびコーピングの実態調査 

 対象者は、国内外で活躍するテニス国際審判員 5名（男性 3名、女性 2名；平均年齢 50.6歳）
であった。対象者は ITF（国際テニス連盟）、ATP、WTAの基準に従い認定された審判資格を有
していた。 

インタビューガイドラインを事前に作成するという半構造化面接法を用いて、ストレッサー
およびその対処法に関してインタビューを行った。対象者には承諾を得た上で約 40分のインタ
ビューを 1対 1で行った．インタビューに際して作成したガイドにおいて、使用した調査項目
は「審判活動を行う上で体験している悩みごとや負担であると感じる出来事（ストレッサー）
をいくつでもお答え下さい。また、そのストレッサーにどのように対応・対処していますか？」
という質問を軸に回答を求めた。インタビューの内容は録音した後に逐語化し、ストレッサー
およびコーピングに関連すると思われる文章や成句を逐語録の中から抽出し、適切かつ簡潔な
言葉でコード化して類似する項目を類型化した。  

 インタビューによる回答内容の整理・集約は、スポーツ心理学の専門家 2名およびストレス
研究の専門家 1 名の分析者により行われた。まず、2 名の分析者により、報告された心理的ス
キルについて内容分析を行った。続いて、2 名の分析者によって得られた結果を残りの 1 名の
分析者によって再度吟味した。 

 

２）国際審判員を対象としたストレスの実態調査 



 対象者は国内外で活躍する公認審判員 5名（男性 4名、女性 1名；平均年齢 40歳±4.0歳）
とし、集団種目の競技であった。審判の平均経験年数は 20.2±4.4年であり、いずれも各競技団
体における最上級の審判資格を所持していた。また、競技種目よって新たなストレッサーが抽
出される可能性もあるため、本研究では複数種目の審判員を対象とした。  

 調査方法ならびに分析方法については、３.１）で記載した手順と同様である。なお、対象者
には研究目的を伝えた上で、インタビューでの発言によって個人が特定されないように配慮す
ること、ならびに研究データとしてインタビュー内容を ICレコーダーに録音することを説明し、
同意を得た。 

 

３）スポーツ審判員におけるストレッサー尺度の作成 

 調査対象者は各競技団体（サッカー、テニス、野球、格闘技系など）における審判資格を有
する 258名（平均年齢 45.9歳）であり、審判の経験年数は平均 17.4年であった。調査は、自己
評定による質問紙法を用い、調査用紙を各審判員に手渡し、各自で記入したものを回収した。 

 調査内容は、３．１）および２）で得られた知見を参考に、ストレッサーとして審判員に想
定される「選手や指導者との関係」「他の審判員との関係」「ジャッジパフォーマンスに関する
問題」「環境（時間的負担や金銭的負担）」「プレッシャー」の 5領域に関連する 30項目とした。
設定された項目は、スポーツ心理学専攻の教員及び審判員との話し合いにより、最終的に内容
が重複しないように配慮して、質問表を作成した。回答方法は対象者がすべての項目に対して、
その出来事の 1年間の経験頻度「0：全然なかった」と嫌悪度「1：全然嫌でなかった」～「4：
非常に嫌であった」を評定するものであった。また、分析は探索的因子分析を行い、スポーツ
審判員のストレッサーの内容の構造を確認した。 

 

４）審判員のストレッサーがメンタルヘルスに及ぼす影響 

 対象者は、３．３）の調査対象者と同様である。調査内容については、３．３）で作成され
た審判員のストレッサーを測定する尺度とメンタルヘルス尺度を用いた。審判員用ストレッサ
ー尺度は 22項目 5因子（期待・プレシャー、選手・コーチからの抗議、審判間のコミュニケー
ション不足、判定への後悔、時間的負担）で構成されていた。一方、メンタルヘルス尺度に関
して、従来の心理的ストレス研究の中で扱われてきたストレッサーに対する反応としてのスト
レス反応を取り上げた。そのため、スポーツ選手用ストレス反応尺度（煙山ほか、2013）を審
判員用に改変して用いた。この尺度は「身体的疲労感」、「無気力感」、「不機嫌・怒り」、「対人
不信感」、「抑うつ」の 5因子 15項目で構成され、ストレス反応の 3つの側面を捉えることが可
能である。回答は「全くなかった（1）」～「とても多くあった（5）」の 5件法で求めた。 

調査用紙は各競技団体が主催する審判講習会で配布され、それぞれ一斉に集団実施された。
また、用紙は記入後、その場で回収された。調査用紙そのものは無記名方式で実施され、回答
者一人ひとりには謝礼として図書カード（500 円分）が贈られた。なお、本調査における全て
の分析は、統計ソフトの SPSS25.0Jを用いて行った。 

 

５）審判員のストレスマネジメントプログラムの考案 

 審判員に対して行われた調査結果から、審判員用のストレスマネジメントプログラムを考案
し、目標設定や感情のコントロール法について本研究代表者および研究分担者で議論した。 

 

４．研究成果 

１）テニス国際審判員を対象としたストレッサーおよびコーピングの実態調査 

 ストレッサーに関しては、内容の類似性により細かく分類し、サブカテゴリーをつくった。
さらにサブカテゴリーで類似するものを組み合わせ、最終的に 9つのカテゴリーに類型化した。
類型化された内容としては、「選手への対応」、「プレッシャー」、「時間的負担」、「金銭的負担」、
「ジャッジパフォーマンス」、「審判間・競技団体との関係性」、「遠征・移動」、「試合環境」、そ
して「目標の喪失」であった。 

 一方、コーピングについては最終的に 7つのカテゴリーに分類した。類型化された内容とし
ては、「認知的対処」、「気晴らし」、「認知的回避」、「行動的回避」、「事前的対処」、「心理技法の
活用」、そして「コミュニケーション」であった。特に、「認知的対処」「気晴らし」「認知的回
避」「行動的回避」が多かった。つまり、ストレッサーに対して、積極的に問題を解決するより
も、その問題の生起によって害される自らの気持ちを安定させるほうに重きをおいて、ストレ
ッサーに対処しているということになる。問題を解決するには、それなりの時間とエネルギー
が必要になるが、うまく気分転換ができれば、ストレッサーによって害された気分を、一時的
であるかもしれないが、少ないエネルギーで緩和することができるという点で、このような方
略が多くなったのではないかと考えられる。本研究の結果、テニス国際審判員のコーピングス
トラテジーについては、積極的に問題を解決していこうとする能力よりも、物事を良い方向に
考え、気晴らしをしながら、適切にストレッサーを回避する能力が、審判活動を送る上で有効
であることが示唆された。本研究の結果は、国際審判員特有のものであり、この結果をすべて



各因子における項目の内容
因子
負荷量

経験率
（％）

F1 他者からの期待・プレッシャー（6項目）

ss15 スーパーバイザーや競技団体から適切な評価を受けないこと .80 37.6

ss24 周囲や期待からプレッシャーを感じたこと .68 66.3

ss16 判断への理解が得られないこと .63 60.1

ss10 注目される試合（あるいは注目される選手）の審判を任されること .62 70.9

ss13 ゲームコントロールができないこと .58 72.9

ss5 メディアやweb上で批判されること .40 32.2

F2 選手やコーチからの抗議（6項目）

ss1 選手から抗議を受けること .87 76.4

ss22 コーチやスタッフから抗議を受けること .79 67.4

ss21 選手同士がもめること .68 57.4

ss26 選手やコーチ（スタッフ）の言い方が威圧的なこと .64 68.2

ss20 観客やスタンドからブーイングを受けること .58 48.4

ss11 選手が自分たちの判断を受け入れてくれないこと .50 66.3

F3 審判間のコミュニケーション不足（4項目）

ss2 審判員間で意思の疎通がはかれないこと .91 72.1

ss7 審判員間でコミュニケーションがとれていないこと .87 65.1

ss17 審判員間での協力が得られないこと .67 51.6

ss12 他の審判員と判定に関する意見が食い違うこと .55 68.6

F4 判定への後悔（3項目）

ss3 試合の時，判断ミスをすること .82 95.0

ss8 自分が下した判定に後悔すること .82 90.7

ss27 自分で納得のいく判定ができなかったこと .66 85.7

F5 時間的負担（3項目）

ss4 家族と過ごす時間が持てないこと .87 72.5

ss19 休日が少ないこと .83 59.3

ss9 本務（仕事）との時間的なバランスがとれないこと .72 64.0

の審判員に当てはめることはできない。したが
って、この結果を参考にして、国内大会でも審

判を務める審判員にも調査を行い、テニス審
判員のストレスとコーピングの特徴を明ら
かにしていく必要がある。 

 

２）国際審判員を対象としたストレスの実態
査 

複数種目における国際審判員のストレッ
サーに関連する回答は述べ 61 件が得られた。
内容分析により分類化を行ったところ、7 カ
テゴリーが抽出された。まず、自分のパフォ
ーマンスに対する不安や責任感、そして試合
に対する緊張感など「判定への不安」に関す
る内容が示された。続いて、審判員間の人間
関係や競技団体の関係者とのやりとりとい
った「審判活動における対人関係」に関する
内容が国際審判員のストレッサーとして挙
げられた。次に、自分のパフォーマンスをア
セッサーから評価されるといった「パフォー
マンスの評価」に関する内容もみられた。特
に、資格を保持するため、あるいはコート外
での振る舞いや態度も評価されることから、
多くの審判からストレッサーとして報告さ
れた。 

 さらに、ジャッジパフォーマンスに関する
内容もストレッサーとして挙げられた。審判
員は心理的な側面だけでなく、体力的な側面
もストレスを感じていることが明らかにさ
れた。 

選手やチームからのクレームや観客からのブーイングなど「選手、チーム、観客からの抗議」
もストレッサーとして指摘された。一方で、本務への影響や家族との時間を失うといった「時
間的負担」も多くの審判員からストレッサーとして挙げられた。そして、間違った情報を発
信したりする、常にみられている「メディアに関すること」も示された。 

以上のように、国際審判員の審判活動におけるストレッサーについて整理・集約した。その
結果、国際審判員は多様なストレッサーを経験していることが明らかにされた。 

 

３）スポーツ審判員におけるストレッサー尺度の作成 

 審判員のストレッサー尺度の構造を明らかにするために、探索的因子分析を行った結果、5

因子 22項目が抽出された（表１）。 

また、それぞれの下位尺度の信頼性係数（Cronbach）は、十分な値（第一因子：α=.78、第二
因子：α=.87、第三因子：α=.85、第四因子：α=.79、第五因子：α=.80）を示した。第一因子
には合計６項目が含まれ、「周囲や期待からプレッシャーを感じたこと」「注目される試合の審
判を任されること」など、他者からのプレッシャーや期待に関する内容なので、「他者からの期
待・プレッシャー」と命名した。第２因子にも６項目が含まれ、「選手・コーチから抗議を受け
ること」「選手やコーチの言い方が威圧的なこと」などの内容だったので、「選手やコーチから
の抗議」と命名した。続いて、第３因子には４項目が含まれ、審判員間の意思疎通や協力に関
する内容だったので、「審判間のコミュニケーション不足」と命名した。第４因子には３項目が
含まれ、判断ミスをすることや納得のいく判定ができなかったなど、判定に対する後悔に関す
る内容だったため、「判定への後悔」と命名した。最後に、第５因子は日常生活と審判活動の時
間的な問題に関する内容だったため、「時間的負担」と命名した。また、抽出された項目の経験
率をみても、誰もが多く経験している項目であり、ある特定の審判員のみが経験しているスト
レッサーではないことが示された。 

これらの結果から、尺度の妥当性が認められ、尺度の信頼性が確認された。これまでに審判員
のストレスを測定する尺度は我が国では皆無であった。この点、本研究で開発されたスポーツ
審判員用ストレッサー尺度は、審判員特有の心理的ストレスを測定することが可能であり、審
判員のストレスマネジメントプログラムの実施効果を検討するためのアセスメントツールとし
て有用であると考えられる。 

 

表 1 審判員用ストレッサー尺度因子分析の結果 



審判員のストレッサー尺度

期待・プレッシャー -0.14 ns 0.04 ns -0.09 ns -0.14 ns -0.08 ns

選手やコーチからの抗議 0.07 ns 0.19 * 0.23 ** 0.27 ** 0.22 **

審判間のコミュニケーション不足 0.13 ns -0.03 ns 0.21 * 0.14 ns -0.01 ns

判定への後悔 0.05 ns -0.04 ns -0.13 ns -0.06 ns 0.08 ns

時間的負担 0.33 *** 0.22 ** 0.17 * 0.18 * 0.16 *

Adjusted R
2 0.13 *** 0.12 *** 0.19 *** 0.12 *** 0.11 ***

Note：従属変数：ストレス反応、独立変数：ストレッサー

数値は標準偏回帰係数（β）と調整済み決定係数（Adjusted R
2）を示す。

***p <0.001,  **p <0.01,    *p <0.05

ストレス反応尺度

身体的疲労感 無気力感 不機嫌・怒り 対人不信感 抑うつ

４）審判員のストレッサーがメンタルヘルスに及ぼす影響 

審判員のストレッサーがストレス反応の規定要因となり得るかを検討するために、ストレ
ス反応 5 因子を従属変数、審判員のストレッサー尺度の 5 つの因子を独立変数とする重回帰
分析を行った。結果は表 2 のとおりであり、重回帰係数はストレス反応の各因子において有
意な値を示した。重決定係数の値から、審判員のストレッサーの各因子の分散の約 11-19％を
説明していることがわかった。また、標準偏回帰係数の値から各ストレッサー反応別にスト
レッサーが及ぼす影響をみてみると、「身体的疲労感」には時間的負担が、「無気力感」には
「選手・コーチからの抗議」及び「時間的負担」が影響を与える結果が示された。また、「不
機嫌・怒り」には、「選手・コーチからの抗議」、「審判間のコミュニケーション不足」、「時間
的負担」が影響を及ぼしていた。そして「対人不信感」、「抑うつ」には、「選手・コーチから
の抗議」及び「時間的負担」と関連している傾向が認められた。つまり、審判員はある特定
のストレッサーを高く評価すると、ある特定のストレス反応を強く表出することが示された。
一方、審判員のストレッサーである「期待・プレッシャー」及び「判定への後悔」は、経験
率が高いにも関わらず、ストレス反応への影響がほとんどみられなかった。この理由として
は、本研究で対象にした審判員の資格レベルが影響していると考えられる。すなわち、注目
される試合を担当する審判員から、ボランティアで活動を行っている審判員までの全てを含
んでいる。そのためストレス反応に大きな影響を及ぼさなかったと考えられる。最後に、本
研究におけるストレッサーの説明力は約 11-19％であり、残差の分散は他の要因の影響による
ものと考えられる。特に、先行研究では、認知的評価やコーピングがストレス反応の表出を
直接規定する要因と考えられており、今後はこれらの要因を考慮に入れて検討していく必要
がある。 

 

 

 

 

 

５）審判員のストレスマネジメントプログラムの考案 

 審判員のストレスマネジメントプログラムの開発に向けて、研究者間で議論を行った。その
結果、目標設定、感情のコントロール、コミュニケーションスキル、日常生活の管理などが審
判のストレス対処に重要な内容であることを確認した。なお、新型コロナウィルスの感染拡大
に伴い、プログラムの実践までは至らなかった。 

 今後は、本研究で得られた知見を参考にして、スポーツ審判員のストレスマネジメントプロ
グラムを現場に提供することが期待される。 

 

表 2 重回帰分析の結果 
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